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【講演要旨】

ケトン体は、ブドウ糖や脂肪酸とともにエネルギー源になる代謝産物です。ケトン体は
飢餓状態における代替エネルギー源であることが知られている一方、新生児期におい
ては母乳の摂取量にかかわらずケトン体合成が活発になっていることが報告されてい
るものの、その役割は不明でした。今回ケトン体合成不全マウスを作製し解析した結
果、ケトン体ができない状態では、新生児期に著しい脂肪肝とミトコンドリアの機能的
障害を呈することが確認されました。ミトコンドリア障害の原因を検索した結果、ケトン
体合成不全により基質であるアセチルCoAが蓄積し、ミトコンドリア内のタンパク質に
アセチル化修飾を過剰に加えることで機能が障害されていることが見いだされました。
これらの結果は、生後授乳に伴って脂肪酸の摂取が急速に増える状態でケトン体合
成が活発になることが、ミトコンドリアの機能を維持して保護する作用を持つことを示し
ています。今後この作用を利用してミトコンドリア保護・臓器保護を目的とした治療応
用が期待されます。
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右のQRコードまたは
https://forms.gle/ee2hpCjCVXvTHQ7v9
から参加登録を3月8日(月)までにお願い
します。前日にZoomリンクをお送りします。
皆様のご参加をお待ちしております！
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